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国立国語研究所  1978  「接辞性字音語基の性格」『国立国語研究所報告 54  電子計算機による                              

国語研究Ⅸ６』 秀英出版 

玉村  文郎    1981  「和語のはたらき」『言語生活』359 

林  四郎      1982  「臨時一語の構造」『国語学』131ｂ 

日本語教育学会 1982   『日本語教育辞典』大修館書店 

言語学研究会  1983   「を格の名詞と動詞とのくみあわせ」『日本語文法．連語論』むぎ書房 

森岡  健二    1984   「形態素論－語基の分類－」『上智大学国文学科紀要』１ 

奥田  靖雄    1984   「語彙的な意味のあり方」『ことばの研究序説』 むぎ書房 

国立国語研究所  昭和 59  『日本語教育指導参考書 12  語彙の研究と教育』 

杉山  博文    1986  「―者―家」『日本語学』３ 明治書院 

阪倉  篤義    1986   「接辞とは」『日本語学』３ 明治書院 

原  邦彦      1986   「お―  おん―  ご―（御）」『日本語学』３ 明治書院 

水野  義道    1987   「漢字形接辞の機能」『日本語学』６－２ 明治書院 

大石  強      1988   『現代の日本語学シリーズ  形態論』 開拓社 

金田一  春彦  1988    『学研国語大辞典 第二版』 学習研究社   

池田  弥三郎 

国際交流基金 日本語国際センター  1988  『大辞林』 三省堂 

玉村  文郎    1988   「複合語の意味」『日本語学』7－５ 

野村  雅昭    1988  「漢語の造語力」『漢字講座１ 漢語とは』明治書院 

金田一 京助   1989     『新明解 国語辞典  四』 三省堂 

森田  良行. 村木 新次郎. 相澤  正夫  1989     『ケーススタデイ 日本語の語彙』桜楓社 

早津   恵美子   1989  「有対他動詞と無対他動詞の違いについて―意味的な特徴を中心に―」『日                     

本語学』9―5 明治書院 

角田  田作   1991   『世界の言語と日本語』  くろしお 

仁田 義雄   1991  『日本語のヴォイスと他動性』くろしお 

村木  新次郎 1991   『日本語動詞の諸相』 ひつじ書房 

影山  太郎   1993   『文法と語形成』ひつじ書房 

高橋  太郎   1994   『動詞の研究  動詞の動詞らしさの発展と消失』 むぎ書房 

宮島  達夫   1994  「無意味形態素」『語彙論研究』  むぎ書房 

宮島  達夫   1994  「語彙の体系」『語彙論研究』 むぎ書房 

宮島  達夫  1997  「ひと名詞の意味とアスペクト．テンス」―『日本語文法  体系と方法』                  

ひつじ書房 
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梁暁声の思い描く日本人像（２）
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（平成 21 年３月 31 日受理）

梁暁声の思い描く日本人像（２）


